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▼公式ホームページはこちら

http://www.gender.go.jphttp://www.facebook.com/danjokyodosankaku/

▼公式Facebook始めました！



特集

1．はじめに

2．基本的な考え方

（1 ）平常時からの男女共同参画の
推進が防災・復興の基盤となる

（2 ）「主体的な担い手」として女性
を位置づける

（3 ）災害から受ける影響の男女の
違い等に配慮する

（4 ）男女の人権を尊重して安全・
安心を確保する

（5 ）民間と行政の協働により男女
共同参画を推進する

男女共同参画の視点からの
防災・復興の取組指針について

内閣府男女共同参画局総務課

買物を代行する支援員（岩手県盛岡市）



（6 ）男女共同参画センターや男女
共同参画担当部局の役割を位置
づける

（7 ）災害時要援護者への対応との
連携に留意する

3 ．各段階において必要とさ
れる取組

（1）事前の備え・予防

（2）発災直後の対応

（3）避難所

子育てサークルと協働した防災訓練
（新潟県長岡市）



男女共同参画の視点からの
防災・復興の取組指針について

（4）応急仮設住宅

（5）復旧・復興

（6）その他

4．おわりに

チェックシートの例



防災集団高台移転に際し女性だけの
ワークショップを実施
 宮城県石巻市

ボランティアに頼る炊き出しから
専属スタッフの雇用へ
 宮城県山元町

取 組 事 例 ①

取 組 事 例 ②

調理棟での炊き出しの様子

ワークショップの様子



図表1 　震災前から取組が進んだ企業 図表2 　震災前に比べて2011年夏期に取組を進めた企業数

行政施策トピックス

1　調査目的

2　調査概要

3　調査のポイント

2011年夏に、震災前と比べて「働き方
見直し」を進めた企業は約半数　

2011年夏以降も、「働き方見直し」取
組の一部は更に進む

「東日本大震災後の仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）」に関する
調査報告書について

内閣府男女共同参画局推進課

本調査は、内閣府ホームペ
ージにも掲載しています。
詳しくは、こちらをご覧く
ださい。
http://wwwa.cao.go.jp/
wlb/research.html

※ 「取組が進んだ」とは、震災前に比べて新たに制度を
導入した、または適用範囲を拡大したことをさす。

※ 「仕事の見える化」について、本調査票では、「情報共有、
仕事の標準化、マニュアル化など」と例示し、回答を得た。



図表3 　2011年夏期に進んだ取組が2012年夏期にどうなったか

図表4 　「働き方の見直しに関する取組」の必要性に対する、理解や協力の変化

図表5 　震災の経験と働き方に対する意識の変化（複数回答） 図表6 　震災の経験と普段の生活に対する意識の変化（複数回答）

震災前と比べ、「働き方見直し」の必要
性について、トップや管理職の理解・協
力が進む

東日本大震災等で影響を受けた人は、生
活面だけではなく仕事面の意識も高まる

「影響を受けた」人の方が
「意識が変化した」との
回答が多い

「影響を受けた」人の方が
「意識が変化した」との
回答が多い

 ※集計母数は、各取組ごとに　 「震災前より2011年夏期に取組が進んだ」企業



行政施策トピックス

1．平成25年度関係予算の総額

2 ．平成25年度予算の主な新規・
拡充等の項目（1．の記載事項
以外）

● 有期・短時間・派遣労働者等安定雇用
実現プロジェクトの推進

● ひとり親家庭の総合的な自立支援の推
進

●女性研究者の活躍促進

3．内閣府男女共同参画局の予算

平成25年度における第3次男女共同参画
基本計画関係予算について

内閣府男女共同参画局調査課



平成25年度男女共同参画基本計画関係予算（総括表）
（男女共同参画の推進の見地から当面特に留意すべき事項）

（単位：百万円）

施策・事業 平成24年度
当初予算額

平成25年度
予算額

対前年度比較
増△減額

第2部　施策の基本的方向と具体的施策
32 36 4

　1　政治分野における女性の参画の拡大
　2　司法分野における女性の参画の拡大
　3　行政分野における女性の参画の拡大
　4　雇用分野における女性の参画の拡大
　5　その他の分野における女性の参画の拡大

－
－
17
－
15

－
－
33
－
3

－
－
16
－

△12
第2分野　男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し、意識の改革 102 90 △12
　1　男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し
　2　国民的広がりを持った広報・啓発活動の展開
　3　男女の人権尊重の理念と法律・制度の理解促進及び救済・相談の充実
　4　男女共同参画に関わる調査研究、情報の収集・整備・提供

0
73
16
13

0
63
16
12

0
△11
0
△1

第3分野　男性、子どもにとっての男女共同参画 2,154 1,698 △456
　1　男性にとっての男女共同参画
　2　子どもの頃からの男女共同参画の理解の促進と将来を見通した自己形成
　3　子どもの健やかな成長と安全で安心な社会の実現

1,509
109
536

894
107
697

△615
△2
161

第4分野　雇用等の分野における男女の均等な機会と均等の確保 22,726 29,363 6,638
　1　雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保対策の推進
　2　非正規雇用における雇用環境の整備
　3　ポジティブ・アクションの推進
　4　女性の能力発揮促進のための支援
　5　多様な生き方、多様な能力の発揮を可能にするための支援
　6　「M字カーブ問題」の解消に向けた取組の推進
　7　女性の活躍による経済社会の活性化

182
399
203

15,484
6,458

0
0

257
5,819
262

14,568
5,426

0
3,031

76
5,420
59

△916
△1,032

0
3,031

第5分野　男女の仕事と生活の調和 2,247,640 2,297,490 49,850
　1　仕事と生活の調和の実現
　2　多様なライフスタイルに対応した子育てや介護の支援
　3　働く男女の健康管理対策の推進

271,043
1,976,461

136

345,091
1,952,268

131

74,048
△24,193

△5
第6分野　活力ある農山漁村の実現に向けた男女共同参画の推進 7,409 8,793 1,384
　1　意識改革と政策・方針決定過程への女性の参画の拡大
　2　女性の経済的地位の向上と就業条件・環境の整備
　3　女性が住みやすく活動しやすい環境づくり

873
6,513
23

3,963
4,807
22

3,090
△1,706

△1
第7分野　貧困など生活上の困難に直面する男女への支援 579,876 500,925 △78,951
　1　セーフティネットの機能の強化
　2　雇用・就業の安定に向けた課題
　3　安心して親子が生活できる環境づくりに関わる課題
　4　男女の自立に向けた力を高める取組

340,466
0

221,832
17,578

256,908
0

230,023
13,993

△83,557
0

8,191
△3,585

第8分野　高齢者、障害者、外国人等が安心して暮らせる環境の整備 3,185,438 3,406,940 221,502
　1　高齢者が安心して暮らせる環境の整備
　2　障害者が安心して暮らせる環境の整備
　3　外国人が安心して暮らせる環境の整備
　4　女性であることで複合的に困難な状況に置かれている人々等への対応

2,441,508
743,930

0
－

2,583,430
823,510

0
－

141,922
79,580

0
－

第9分野　女性に対するあらゆる暴力の根絶 94,032 97,046 3,014
　1　女性に対する暴力の予防と根絶のための基盤づくり
　2　配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等の推進
　3　性犯罪への対策の推進
　4　子どもに対する性的な暴力の根絶に向けた対策の推進
　5　売買春への対策の推進
　6　人身取引対策の推進
　7　セクシュアル・ハラスメント防止対策の推進
　8　メディアにおける性・暴力表現への対応

2,282
91,463
211
4
68
－
4
－

3,777
92,965
224
4
67
－
7
3

1,495
1,502
12
0
△1
－
3
3

第10分野　生涯を通じた女性の健康支援 44,938 39,905 △5,033
　1　生涯を通じた男女の健康の保持増進
　2　妊娠・出産等に関する健康支援
　3　健康をおびやかす問題についての対策の推進
　 （1）HIV／エイズや、子宮頸がんの原因となるHPV（ヒトパピローマウイルス）への感染を始めとする性感染症の予防から治療までの総合的な対策の推進
　 （2）薬物乱用、喫煙・飲酒対策の推進
　4　性差に応じた健康支援の推進
　5　医療分野における女性の参画の拡大
　6　生涯にわたるスポーツ活動の推進

－
25,768
7,479
6,649
830

10,662
163
866

－
25,045
6,600
5,726
874
7,425
163
672

－
△723
△878
△922
44

△3,237
0

△194
第11分野　男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実 138,336 125,329 △13,007
　1　男女平等を推進する教育・学習
　2　多様な選択を可能にする教育・能力開発・学習機会の充実
　3　学校教育の分野における政策・方針決定過程への女性の参画の拡大

126,754
11,582

0

114,070
11,259

0

△12,684
△323

0
第12分野　科学技術・学術分野における男女共同参画 2,004 2,313 309
　1　科学技術・学術分野における女性の参画の拡大
　2　女性研究者の参画拡大に向けた環境づくり
　3　女子学生・生徒の理工系分野への進学促進

－
1,989
15

－
2,298
15

－
309
0

第13分野　メディアにおける男女共同参画の推進 60 65 5
　1　女性の人権を尊重した表現の推進のためのメディアの取組の支援等
　2　国の行政機関の作成する広報・出版物等における男女共同参画の視点に立った表現の促進
　3　メディア分野における女性の参画の拡大

60
0
0

65
0
0

5
0
0

第14分野　地域、防災・環境その他の分野における男女共同参画の推進 58 43 △15
　1　地域における男女共同参画推進の基盤づくり
　2　地域の活動における男女共同参画の推進
　3　男女共同参画の視点に立った地域おこし、まちづくり、観光、文化を通じた地域経済の活性化等の推進
　4　防災における男女共同参画の推進
　5　男女共同参画の視点に立った環境問題への取組の推進

39
－
－
19
－

35
－
－
8
－

△4
－
－

△11
－

第15分野　国際規範の尊重と国際社会の「平等・開発・平和」への貢献 193 173 △20
　1　国際的協調：条約等の積極的遵守・国内における実施強化・国内への周知
　2　男女共同参画の視点に立った国際貢献
　3　対外発信機能の強化

2
171
20

2
154
18

△0
△18
△2

小　　計 6,324,998 6,510,211 185,213
第3部　推進体制
　1　国内本部機構の強化 28 22 △6
　 （1）国内本部機構の組織・機能等の充実・強化
　 （2）総合的な推進体制の整備・強化等

28
0

22
0

△6
0

　2　第3次基本計画、女子差別撤廃委員会の最終見解等の実施状況についての監視機能等の強化 7 7 △1
　 （1）第3次基本計画の実施状況についての監視機能の強化
　 （2）女子差別撤廃委員会の最終見解についての監視機能の強化
　 （3）苦情の処理等の対応の充実

0
0
7

0
0
7

0
0
△1

　3　政府の施策が男女共同参画社会の形成に及ぼす影響についての調査の充実 － － －
　4 　地方公共団体や民間団体等における取組への支援（地方公共団体、国立女性教育会館、男女共同参画センター・女性センター、NPO、NGO、
地縁団体、大学、企業、経済団体、労働組合等） － － －

小　　計 35 29 △7
総　　合　　計 6,325,033 6,510,240 185,207

（注1）予算額は、一般会計予算、特別会計予算、財政投融資予算全て含む。
（注2）四捨五入により計が一致しないところがある。
（注3） 施策・事業の予算額のうち男女共同参画基本計画関係の金額が特掲できない施策・事業予算又は他の項目に計上されている施策・事業予算のみの場合は、「－」と表示している。
（注4）なお、本表は当初予算額を計上しており、補正予算による増減は反映していない。施策・事業



行政施策トピックス

1 　「指導的地位に占める女性の割合を、
2020年までに30％程度」とする政
府目標の達成に向けて、全上場企業に
おいて積極的に役員・管理職に女性を
登用していただきたい。まずは、役員
に一人は女性を登用していただきたい。
2 　男女ともに、仕事と子育てを容易に
両立できる社会の実現も重要であり、
子供が3歳になるまでは、希望する場合
には、男女とも育児休業や短時間勤務
を取得できるようにしていただきたい。

安倍総理と
経済界の意見交換
 内閣府男女共同参画局推進課



第42回男女共同参画会議

行政施策トピックス

安倍総理より冒頭挨拶

議事概要

意見交換

閉会

第42回
男女共同参画会議
内閣府男女共同参画局総務課



行政施策トピックス

　関係閣僚、経済界・労働界・地方公共
団体の代表者等からなる「仕事と生活の
調和推進官民トップ会議」において「仕
事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラ
ンス）憲章」と「仕事と生活の調和推進
のための行動指針」（平成19年12月策
定、平成22年6月改定）が策定され、
官民一体となって、仕事と生活の調和が
実現した社会を目指し、様々な取組を進
めています。
　取組の進捗状況については、「行動指
針」のもと数値目標の設定等により、点
検・評価し、政策への反映を図っていま
す。成果は、毎年「仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）レポート」
にまとめ公表しています。
　平成25年3月26日、第25回仕事と
生活の調和連携推進・評価部会（※）を
開催し、平成24年度実績及び平成25年
度実施予定の取組について、各団体及び
関係府省より報告がなされました。
　ここでは、平成25年度に予定してい
る内閣府の主な取組を紹介します。

●実態調査の実施

●企業担当者等交流会の運営

● 仕事と介護の両立支援情報の
コンテンツの作成

●「カエルの星」の認定

● 子ども・子育て支援新制度の
ための施行準備

第25回　仕事と生活の
調和連携推進・評価部
会について
内閣府仕事と生活の調和推進室



やまだ・まさひろ／東京大学文学部卒業。東京学芸大学教授を経て、2008年より現職。専門
は家族社会学・感情社会学・ジェンダー論。子ども・若者・夫婦・家族を取り巻く現状を多
角的に解析して打開策を提言し続け、パラサイトシングル、婚活、格差社会などという言葉
を作り出した社会学者。男女共同参画会議民間議員等の公職を歴任し、現在、男女共同参画
会議専門委員、日本学術会議連携会員。

連載

男女共同参画は、日本の希望②　大きな時代変化の中で

（註1）

（註2）

（註3）

（註4）

（註5）

中央大学・教授　山田 昌弘

註1：世界的に見ると、欧米やフィリピン
などキリスト教の影響の強い国では
夫婦同姓が多く、中国などキリスト
教の影響が少ない国では夫婦別姓が
多い。

註2：戦前では、製糸工場などでは主に未
婚の女性が工員として働いていた。
男性や既婚女性は先祖代々の家業に
従事して、外に働きに行く余裕はな
かったのである。炭鉱などでも、掘
削は男性だが、運搬など多くの女性
が重労働に従事していた。

註3：サラリーマンは和製英語であり、欧
米では通じない。office workerや
business personなど、性に中立的
な言い方が普通である。もちろん、
OL（オフィスレディー）という言葉
も本来の英語にはない。強いていえ
ば、female office workerとするし
かない。

註4：イギリスでは、1920年頃、専業主
婦の割合は8割以上にのぼった。ア
メリカでは、1950年頃専業主婦割
合は75％である。日本で専業主婦
の割合が一番高かったのは、1975
年と言われている。それでも60％
程度なので、実は、日本では、欧米
に比べ、専業主婦はあまり普及しな
かったのである。それは、家業など
で女性も働くという伝統が、戦後も
維持されたことが一因である。

註5：例えば、「ルーシー・ショウ」や「パ
パは何でも知っている」といったア
メリカのテレビ・ドラマが放映され、
そこで多くの日本人は欧米の専業主
婦の実態を初めて知ったのである。



取組事例ファイル／企業編

　政府は、身近な取組からワーク・ラ
イフ・バランスを実現したチームを「カ
エルの星」として認定するなど、「カエ
ル！ジャパン」キャンペーンを実施して、
ワーク・ライフ・バランスの推進を支援
しています。本誌では、第1回「カエル
の星」に認定された6社をシリーズでご
紹介します。ぜひ皆さんの会社でも参考
にしてください。

＊プロジェクトの始まりは…

＊まずはコミュニケーション！

「カエルの星」に認定！シリーズ②
（医）永和会 下永病院

～スケジュール管理と院内協力で時間外労働削減～

＊そうはいっても…

＊業務内容の見直し

＊その結果…

＊今後の展開



第1回「国際ガールズ・デー」記念イ
ベントで「女の子がつくる　暴力のな
い世界」の大切さを訴えました。

5歳から100歳を超える女性まで、ガ
ールスカウトは日本全国で活動してい
ます。

自然とともに、仲間とともに、豊かな
感性と「生きる力」を育みます。

取組事例ファイル／団体編

公益社団法人ガールスカウト日本連盟
設立年月日：昭和27年3月6日
少女と若い女性が自分自身と他の人々の幸福と平和のために、責任ある市民として自ら考え、行動できる人とな
れるよう育成し、女性が自らの可能性を最大限に延ばし、発揮できる社会の形成を推進する事業を実施する。

挑戦し続ける運動　
ガールスカウト運動
5歳から102歳の会員

世界のあちらこちらで声をあげる

挑戦し続ける運動体としての
ガールスカウト

公益社団法人
ガールスカウト日本連盟



共同参画情報部

［ ］

内閣府

食育推進全国大会にてパパ料理講演会を開催

法務省

4月10日「法テラスの日」街頭啓発活動

厚生労働省

女性活躍促進のための必須アイテム！

国立女性教育会館（NWEC）

「男女共同参画推進フォーラム」開催について

中小企業庁

「中小企業新戦力発掘プロジェクト」を実施

【法テラス・サポートダイヤル】

【日時】
【会場】

【プログラム】

● 企業における女性活躍を促進するための「メンター制度
導入・ロールモデル普及マニュアル」を作成

●「業種別『見える化』支援ツール」に新たに3業種追加



編集後記

福島県男女共生センター
女と男の未来館

男女共同参画センターだより

【6月号表紙】
つながり　ひろがる　地域の女子
“防災”力アップセミナー



内閣府
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